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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· チェストの鍵の一覧表を新しくし、現在使用している人を書き出しました。又、破損や修理を出しているところは備考欄に記入しているので、直り次第となりに日付けとＯＫサインをして下さい。

· 屯用薬について、処方されても全く服用せずに返却する際には、半券と薬剤を薬局に返してください。

処方されている分服用せず、残薬を返却する際は、薬剤廃棄依頼箋と薬剤を薬局へ返却してください。

＜患者様の連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様　　低血糖が頻回になってきた為、本日よりヒューマカートＲ（インスリン製剤）の注射単位変更。　夕　7単位⇒6単位に減

　　　　　　　　　　朝（7：30）10単位

　昼（11：30）5単位　

夕（17：30）6単位　になりました。

・豊川　明男様　　3/27　デイケア見学予定　確定したら末政より連絡が入ります。

・巴　勇樹様　　　　臨時薬内容調整にて継続処方となっています。

　　　　　　　　　　レボトミン（5）2T（0-0-1-1）　→（0-0-2-0）

　　　　　　　　　　フルニトラゼパム（1）2T（0-0-1-1）→（0-0-0-2）

　　　　　　　　　　寝付けない時、煙草やお菓子の過要求があるので、日中の活動量を増やし程よい疲労感を得られ睡眠につながるよう、又BMI　25　肥満の範囲にある事から夕方体育館でのウォーキング勧めています。

　　　　　　　　　　本日は軽くウォーキングする事出来ていました。運動が習慣になる事を期待し促して行きましょう。少しずつ運動量を増やすかたちで。（強制するとイライラ感の出現や粗暴的になる可能性がある為）

・出河　攻様　　ＰＬ顆粒　3Ｐ　毎食後　（昼～）

　　　　　　　　寒気がする、夜間咳が出ると話されています。

　　　　　　　　夜間の咳嗽の観察、他風症状の観察行って行きましょう。

・岡田　石子様　　薬を飲むと首の痛みが強くなると話す事あり。説明で理解されています。ナパゲルン軟膏は毎朝食後に塗布していきましょう。

　　　　　　　　　夜間トイレに間に合わないことあり。トイレに近い部屋への部屋替えも検討して行く必要があるかもしれない。

· 梅津　ちづ子様　3/25　15：30　家族勉強会の予定（ＳＷ　末政さんより）

　　　　　　　　1回のみ実施の予定。4月上旬退院　みちのく記念病院に転院の予定。

· 竹田　知子様　田向　玲美様　東病棟で使用した分の電話代の伝票を電話ノートに

一緒にしてあります。　　　　　

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・出河　攻様　　　体重減ってきているので、ウォーキング続けて行うように説明あり。

・蝦夷森　重男様　ウォーキング促されていますが、本人は納得されず。引き続き促して

行きましょう。中性脂肪高値です。

・石切　久様　　　ジブレキサ（抗精神病薬）本日より増薬。幻聴やイライラの頻度、程度を本人の表情や訴えから観察し手行きましょう。

・松橋　清子様　　ＢＭＩ　15　まだ食事摂取量少ないことからエンシュアリキッド（栄養剤）継続処方となっています。低栄養傾向あり右大転子部発赤部の褥創悪化の可能性あり、出来るだけ離床促し、又捕食での栄養摂取も

　　　　　　　　　行って行きましょう。又、右側臥位で休まれる事が多い為、体位を変えてみる事も促して行きましょう。

・市川　真紀子様　妄想活発。本人内服薬の増薬は拒否、Ｄｒよりデポ剤の注射勧められ

　　　　　　　　　納得し処方となっています。次回1ヵ月後の実施予定です。現在、妄想

　　　　　　　　　に関連したトラブルや危険な行動化はありませんが、今後も観察続けて行きましょう。

＜転入患者様　竹田　知子様について＞

主病名　うつ病　　主治医　田名部Ｄｒ　受け持ちＮｓ　鳥谷部さん

Ｈ20.2.25　自殺念慮、自傷行為（リストカット）あり、ささクリニックからの紹介で入

院となる。入院後は自傷行為はなく、抑うつ的な様子もいが、本人は「スキッとしないと」話されている。昨日、療養環境変更の為西Ａに転入されています。

　転入時からの様子は、表情の暗さや、悲観的な発言などもなく、他者と会話も弾んでいます、雑談は自分から切り上げ休む事も出来ています。十分な休息がとれる様に介入していきましょう。又、「1人でいると死にたくなる」等の情報もあるので1人でいる際の巡回や症状の観察も行っていきましょう。

　　

　　　　

